ＦＭくしろ「市役所からこんにちは」資料（平成３１年４月放送分）
放送日　平成３１年４月２２日（月曜日）午前１０時５分～１０時２０分

（話題１）「高齢者外出促進バス事業」の実施について
【質問：エフエムくしろ　パーソナリティー】
今日は、蝦名市長にお越しいただいてお話しいただきます。
それでは、市長、どのようなお話でしょうか？

【回答：市長】
高齢者外出促進バス事業が、６月１日（土曜日）から始まります。

　高齢者外出促進バス事業は、７０歳以上の方を対象とし、路線バスを利用して外出していただくことで、社会参加を促進し、生きがいづくりや健康づくりを推進することを目的としております。

　また、わかりやすい運賃設定や何度でも利用可能にするなど、バスを利用しやすくなるような支援をすることで、地域公共交通の維持や運転免許証の自主返納を促進するといった、二次的効果も図られるものと考えております。

　助成内容は、乗車証利用による方法と定期券購入助成の二通りございます。

　乗車証利用による方法につきましては、５００円で１年間有効な乗車証「おでかけパスポート７０」を取得し、提示することで、市内全域を含む、指定エリア内であれば、１回の乗り降りにつき１００円で利用することができるものです。
　利用可能エリアは、市内の全停留所のほか、白糠町内や釧路町セチリ太 (ぶと)方面、鶴居村方面など、一部市外の停留所においても利用可能となっております。

[bookmark: _GoBack]なお、運賃の例外として、阿寒線の一部で、１回当たりの運賃が５００円の区間があり、例えば、釧路駅から阿寒湖畔までは、通常運賃２，７００円のところ、５００円で乗車することができます。

　「おでかけパスポート７０」は、５月２０日（月曜日）から、市内各郵便局で受け付けを開始いたします。　　　　　　　　　　　　
　申請の際には、５００円と健康保険証や介護保険証などの官公署発行の身分証明書をご持参ください。
　また、定期券購入助成につきましては、利用回数の多い方のために、バス会社が販売する既存の高齢者向けエリア定期券を６月１日（土曜日）以降に購入する場合、有効期間１カ月当たり１，０００円の助成を行います。

　今回の事業開始により、高齢者の方のバス利用が、より低額で、より分かりやすく、利用回数の制限無く何度でも一年中利用することができるようになります。
　バスでお出かけすると、自然と歩数が増えて健康維持にも役立ちますので、ぜひ、バスを利用して、さまざまな場所へ積極的に外出していただきたいと考えております。　
【問合先】介護高齢課　TEL：０１５４－３１－４５３９　　　　　　　　　　　　


（話題２）平成３１年度クルーズ客船について
【質問：エフエムくしろ　パーソナリティー】
続きまして、皆さんにお知らせしたいことはございますか？

【回答：市長】
クルーズ客船の寄港について、ご紹介いたします。

昨年は２０回の入港予定のうち、悪天候のため残念ながら２回の入港が中止になったものの、１８回の入港があり、国内外からたくさんの乗船客の皆さんに釧路地域を訪れていただきました。
今年も、５月１日（水曜日）のウェステルダムを皮切りに、釧路の中心街に近い耐震・旅客船ターミナルに１１回、西港第４埠頭に５回、合わせて１６回の入港が予定されています。

クルーズ客船の大きな特徴はその輸送力の高さであり、釧路に寄港する最大のクルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」は、乗船客・乗組員合わせて４，０００名近い方々を乗せてやってきます。
今年の１６回の入港により、乗船客が約１万７千人、乗組員が約８千人、合わせて約２万５千人の来釧が期待されます。

入港の際には、緑や黄色などのスタッフジャンパーを着用した「釧路国際交流の会」や「釧路観光ガイドの会」の方たちが、観光案内などをしております。

さらに、釧路管内の高校生による国際交流ボランティア体験や、さまざまな団体等と連携をしながら、限られた釧路の滞在時間の中で、乗船客の皆さんに有意義な時間を過ごしていただけますよう、まち全体でのおもてなしを高めていく取り組みをしております。

また、昨年から実施している「クルーズ客船フォトコンテスト」について、コンテストの対象作品を釧路港に入港した全てのクルーズ客船に拡大し、実施します。
なお、特選や準特選、特別賞に選ばれた方には、賞状と副賞として地場産品を贈呈いたします。
応募期間は１０月１１日（金曜日）から１０月２５日（木曜日）までで、詳細については、釧路市ホームページに掲載しておりますのでご確認いただき、ぜひ素晴らしい写真を撮影し、応募して下さい。
　なお、クルーズ客船の入港予定につきましては、釧路市ホームページなどで紹介しておりますので、ご確認いただき、市民の皆さんにも、お迎え、お見送りなどにお越しいただければと思います。
釧路地域には、雄大な自然や安全・安心な食という大きなセールスポイントがあり、また、市民の皆さんとの触れ合いやおもてなしが、次の寄港へもつながっていると感じておりますので、今年も市民の皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

【問合先】港湾空港振興課　TEL：０１５４－５３－３３７１



（話題３）くしろ湿原ノロッコ号の３０周年記念運行について
【質問：エフエムくしろ　パーソナリティー】
続きまして、皆さんにお知らせしたいことはございますか？

【回答：市長】
「くしろ湿原ノロッコ号」は、本年の運行で３０周年を迎え、これまで、延べ約１９３万５千人の方々にご乗車いただきました。

今年度は、４月２７日（土曜日）から１０月１４日（月曜日）までの期間で運行する予定となっており、３０周年を記念して、ノロッコ号が湿原の中を走っている様子を描いたオリジナルヘッドマークでの運行や、川湯温泉駅までの延長運行が実施されるなど、釧路市をはじめ、周辺の自治体もＪＲ北海道と協力しながら、「くしろ湿原ノロッコ号」の運行を盛り上げていきたいと考えております。

まず、運行初日である４月２７日（土曜日）には、釧路駅にて出発式を実施することになっており、くしろ蝦夷太鼓保存会による太鼓演奏や、釧路市を含む沿線自治体の「ゆるキャラ」による、初便のお見送りを実施いたします。

また、釧網線沿線の自治体がさまざまな取り組みを実施することとなっており、釧路市については、８月３０日（金曜日）に、マーメイドくしろによる列車内での観光案内や「ゆるキャラ」によるお見送りなどを実施し、運行を盛り上げてまいります。

さらに、「くしろ湿原ノロッコ号」や「釧路湿原」への理解をより深めていただくため、釧路湿原国立公園連絡協議会を中心に、釧網線沿線の自治体が連携して、釧路湿原こどもレンジャーを対象とした「くしろ湿原ノロッコ号に乗って釧網線、釧路湿原を学ぶ」という企画を、夏休み期間でもある７月２７日（土曜日）に実施いたします。

せっかくの機会でありますので、これらのイベントへご参加いただくとともに、地域の重要な観光資源でもある「くしろ湿原ノロッコ号」へご乗車いただき、市外にお住いの知人や友人を中心に、多くの皆さまへ「釧路」をＰＲいただきますようお願いいたします。

【問合先】ＪＲ北海道釧路支社　販売グループ　TEL：０１５４－２５－１６８３
　　　　　観光振興室　TEL：０１５４－３１－４５４９
今後のイベントについて
【質問：エフエムくしろ　パーソナリティー】
今後、どのようなイベントが予定されていますか？ 

【回答：市長】
（道の駅「阿寒丹頂の里」ゴールデンウィークイベント）イベント①
道の駅「阿寒丹頂の里」のゴールデンウィークイベントについて、ご紹介いたします。

「ゴールデンウィークスペシャル」イベントとして、４月２７日（土曜日）から５月６日（月曜日）までの計１０日間、桜の開花が間近な「阿寒マルシェ前 特設会場」にて開催いたします。

このイベントでは、「阿寒モルト牛」と「阿寒ポーク」の炭火焼ステーキを格安で提供するほか、４月２８日（日曜日）、２９日（月曜日）の期間限定で、阿寒特産品開発プロジェクトが開発した、行者にんにくドレッシングなどの試食や販売も行います。

　また、道の駅「阿寒丹頂の里　クレインズテラス」内では、鹿肉、スケトウダラ、阿寒ポークをひと串に刺した、食べごたえのある「地産地消・阿寒スティック」も味わうことができます。

この機会にぜひ、道の駅「阿寒丹頂の里　クレインズテラス」にお越しいただき、阿寒はもとより、釧路の食の素晴らしさを改めて感じ、友人・知人の方へお勧めいただければと思います。

なお、４月２７日（土曜日）より、阿寒丹頂の里にあります、「自然休養村キャンプ場」「パークゴルフ場」「ドッグラン」などの各施設もオープンを予定しております。

また、近年、パーキングキャンプ利用者が増加し、赤いベレー駐車場は、大変多く方々ご利用いただいていることから、
４月２７日（土曜日）から９月末までの期間、第２駐車場（旧　道の駅側）のパネル展示コーナーのトイレを２４時間対応に変更いたします。
多くの皆さんのご来場をお待ちしております。
【問合先】(株)阿寒町観光振興公社　TEL：０１５４－６６－２３３０
【質問：エフエムくしろ　パーソナリティー】
続きまして、どのようなイベントが予定されていますか？ 

【回答：市長】
（春の動物園まつり)イベント②
毎年恒例の「春の動物園まつり」を４月２７日（土曜日）から５月６日（月曜日）まで開催いたします。

開催期間中には、ヒツジの毛刈りの見学会や、カエルやオタマジャクシの観察会、ペンギンの羽でしおりを作るワークショップ、さまざまなステージショーなどの楽しい催しを行います。

また、動物が餌を食べる様子が見られるパクパクタイムや、竹馬やコマなど、懐かしいおもちゃで遊べる「むかしあそびコーナー」は、期間中、毎日、行います。

　ご家族の皆さんで楽しんでいただけるイベントが盛りだくさんの「春の動物園まつり」に、ぜひ多くの市民の皆さんにお越しいただきたいと思います。

【問合先】動物園　TEL：０１５４－５６－２１２１



【質問：エフエムくしろ　パーソナリティー】
続きまして、どのようなイベントが予定されていますか？ 

【回答：市長】
（阿寒・湖水開き)イベント③
阿寒観光のシーズン幕開けとして、４月２９日（月曜日）午前１１時３０分から、「阿寒・湖水開き」が開催されます。

当日は、１００名の方に無料の優待乗船券が当たる抽選会を行うほか、ワカサギの天ぷらや地元食材を使ったカレー、鯉やニジマスの刺身など、阿寒湖の食材を使った料理の無料試食会が行われます。
オープニングセレモニーとして、阿寒高校クレインズのYOSAKOI (よさこい)演舞と、阿寒湖中学校生徒による歓迎ブラスバンド演奏を皮切りに、観光客万来 (ばんらい)とご旅行の安全祈願祭を行い、一日船長を仰 (おお)せつかる私と、抽選で選ばれた１００名の方と出航し、当日の乗船者の中から選ばれた方とで「湖 (みずうみ)を開く『鍵』」を湖水 (こすい)に投入します。

同じく２９日（月曜日）から「阿寒湖のマリモ展示観察センター」がオープンします。

世界で唯一の大型球状マリモである「阿寒湖のマリモ」を、多くのお客様にご覧いただきたいと思います。

　また、阿寒湖アイヌシアター「イコロ」では、３月から自然との共生を題材に、古式舞踊に現代舞踊とデジタルアートを融合させた新演目「ロスト　カムイ」が絶賛上演中であり、これまで上演されていた「古式舞踊」と「イオマンテの火まつり」についても、デジタルアートの演出を加え、リニューアルされた演目となっております。

以前ご覧になった方も、より楽しめる内容となっておりますので、ゴールデンウィークは、ご家族で阿寒湖に足を運んでいただき、楽しんでいただきたいと思っております。

【問合先】NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構
TEL：０１５４－６７－３２００

